
安永期江戸小日出本からみる死

大村哲夫

キーワード 笑話、江戸小日出、死生観、宗教性、安永年間

出家、狩人に出合、そなたは物の命を取て渡世とするハ、わるひりゃう

けん。此世で其やうにけだ物をころせば、来世て其通りころしたけだもの

と成り、身をくるしめる。わるひ事ハす冶めぬ。殺生をやめられよ。〔…〕

されバ、御異見にまかせ、来世のために貴僧を殺し、坊主に生まれてたす

かります。

「狩人」 『乗合舟』

はじめに

現代日本人の死生観や宗教観に関わる意識調査lによると、特定の宗教は信

仰しないが、墓参や寺社参持は行うという傾向が見られる。「無宗教Jを自認

する日本人の「宗教J行動にはどのような意味があるのだろうか？ 筆者は、

人々が特に意識することないこのような心性（宗教性2）は、個人が遭遇する災

害や人生の終末期などの危機において、その心理的な意味づけや行動に大きな

影響を与えるものとして注目しているc それではこのような宗教性はどのよう

にして形成されてきたのであろうか。本稿では特に「死」に関わる宗教性、死

生観について論じたい。

近現代日本人の死生観の源流のーっと考えられる近世日本の庶民の死生観研

究を試みると、予期に反して困難な作業であることに気付かされる。為政者や

宗教者の死生観は、彼ら自身の著作や記録された言動によって今日でも窺い知

ることが可能だが、庶民の思想や死生観にかかわる彼ら自身による直接的な資

1 例えば読売新聞2008年宗教意識調査によると、宗教を信じている人26.1%、 信じていない

人71.9%、墓参をする人78.3%、初詣をする人73.1%などとなっている。

2 「宗教性」にはさまざまな定義が与えられるが、筆者は「個人を超越した存在や問題への

合理性に捉れない態度」としている。
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料に乏しく、類推することも難しいD そこで筆者は江戸庶民の死生観を知るた

めに、笑話の一種で現代の落語へつながる江戸小咽に注目した。笑話とは、明

確な定義は与えられていないが、文学作品のジャンルの一つで、人を笑わせる

ために作られた滑稽な話のうち、語られることを意識した作品であり、その性

格上短編である。

人を笑わせる滑稽な話の記述は、すでに 『風土記』や記紀にみられ、『万葉集』

(8世紀頃成立）には滑稽な話をして権力者に侍る人物の歌がある。中世には

将軍や大名等に仕える「御伽衆」とよばれる職能集団があり、秀吉の朝鮮進発

人員表によるとその数は800人にも及んだとされる、（小高敏郎1966pp.3-4) 0 

彼らは権力者に娯楽を提供するだけではなく、彼ら自身が大名や僧侶、豪商と

いった教養人であり、優れた見識を以て仕える政治や芸術の顧問でもあった30 

江戸期に入り平和が享受される時代になると、民衆の問においても滑稽な話

が語られるようになる。従前のように為政者や権力者に仕えるのではなく、話

芸を民衆に提供する職業的専門家も出現するようになった。こうした笑話は、

俳諾、狂歌など他の文芸と同様、上方で起こり、やがて政治の中心である江戸

へと伝播し、江戸好み4に変化し上方を凌ぐ発展を遂げ、江戸文化を代表する

ものとなったD

滑稽文学の文学的価値は、従来低く評価されがちで研究も少なく、特に笑話

と死生観を扱った研究は管見にして例を見なし」 しかし笑話は民衆が民衆自身

の愉しみのために製作し消費した3ものであり、為政者や宗教者が民衆を教化

3 しかし西洋宮廷の「道化」のように、権力者への識刺が許容されるほど成熟した関係は持
てなかったことが、利休への賜死事件で窺われる。
4 「江戸小日出」の特徴：「多く対話で日出を進め、余韻を後にのこす会話止めでサゲており、
省略を重んじた簡潔さが目立つJ（武藤禎夫1987）として、江戸初期に上方で流行した「軽口」
とは明確に区分でき、江戸文化の精華とされる。
5 当時の小刷本がどのように利用されていたかについては、 『御伽噺』（書苑武子序1773）に
次のような「効能］が記されている。
一 第一ねむけさましによし
一 月まち日まちに用てよし
一 座敷のしらけたるニハ、かん酒ニて五ツ六ツ用て吉
一 雨中のつれ＼／ニハ、いり豆ニせんしちゃニて用る時ハ、其徳あること神の ごとし
此外諸事に用て甚奇妙也
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しようとする意図から自由であったと考えられ、当時の庶民における彼ら自身

の率直な思想・死生観を知るための有力な手がかりとなりうる。笑いをとるこ

とが目的の滑稽文学は、その製作者と消費者の聞に価値観の共有がなければ、

笑うことができず大衆に受け入れられないからである O また今回対象とした安

永期の小附本には、作者自身が創作した作品は少なく、同好の集いである噺の

会などで小咽を持寄りその秀作を採話したり、人気のある小咽を改作して編集

されたものが多い。この点からも小附には、 当時の庶民の笑いの価値観が直哉

反映されていると考えられる。

本研究は、江戸文化を代表する小日出本を、その隆盛期である安永年間に限定

して収集・分析し、そこから当時の庶民の死生観を読み取ろうとするものであ

る。

方法

江戸小唱の全盛期といえる安永年間（1772-1781）に江戸で出版された小附

本のうち、現在比較的閲覧が容易である文献から、収録された各小唱を内容で

分類、死に関わる話を抽出し、さらにそれを10の領域に分けて考察した。

安永期に限定した理由は、当時よく売れた小哨本シリーズの一冊である 『聞

上手三編』の序に「鹿の子出ておとし日出世に鳴る。故に諸家先を詩ふて撰出す」

とあるように、江戸小附の魁となった 『鹿の子餅』の出版が、明和九年 (1772、

同年改元されて安永元年）であり、以降、安永年間の十年に出版された小附本

は134編（宮尾しげを 1971）に及び、大いに隆盛をみていること、しかしなが

ら安永後は、天明の銭鐘や風紀・文化を取り締まった寛政の改革の影響で出版

が急減し小咽流行は終駕しているため、小日出本の流行は安永年間とほぼ重なる

ことカミらである。

本研究では、東北大学狩野文庫所収の『聞上手（二編H、『近目貫』、『再成餅J、

『管巻Jの4冊、 『安永期 小H出本集j（武藤禎夫校注1987）、 『江戸小H出集j（宮

尾しげを編注、 1971)、rp出本大系』（武藤禎夫編1979）、 『江戸笑話集j（小高敏

郎校注1966）などに所収された小刷本53編に収録されている全ての小刷、
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2.843話を対象に分析した。

具体的には、各話をその内容から分析し、死や死生観に関連がある話を

「死」、「宗教」、「怪異」の3つの観点で抽出し、そのうち 「死」に関わる話を

さらに10の領域（表1参照）に分類した。本稿では主に死に関わる話について

考察を試みた。

結果

調査対象の53冊に収録されていた小附全2,843話中「死」に関わる話（殺人、

自死、葬式、寿命など死に関わる話題。極楽、地獄などの来世、呪誼、幽霊の

出現、人間以外の死、質入れの隠語も含む）は、 298話あり、これは全体の

10.5%に当たる。（また「宗教」に関わる話（寺社参拝、僧侶・神官など宗教者。

神仏・七福神などに宗教に関する話題。宗教習俗・暦・占いも含む）は388話

13.6%、「怪異」に関わる話（荒唐無稽な話題。雷・鬼・化け物など不思議な

事象のうち宗教的要素の強くないもの。人間以外の生物、無生物が口を聞くな

どを含む）は307話10.8%となっている。附表参照）

この298話の「死jに関わる話を以下の10の領域に分類したところ、次のよ

うな結果が得られた。

表1 安永期江戸小咽本に見られる死に関する話の分類

〆つヘネ…凡

守t’ち~、死門
臨 寿

儀葬 死 幽 死 そ
分 終 後
ち ’性 生 の 計

類
る生 年忌

世

死 メ日I』1 界 モJI;_ 観 他
ー「 ー

話数
108 42 42 38 37 27 25 6 2 20 310 
(88) (13) 
一一一一 戸一一一 一一一一一一 一一 ーー十一一一一

% 
37.1 14.4 14.4 13.1 12.7 9.0 8.4 2.0 0.7 6.9 105.8 
(30.2) (4.4) 

（重複分類含む）
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各領域の分類基準と代表的な話を以下に挙げる。

1.「殺生（うち人）」：殺人、決閥、仇討、処刑、呪誼など殺生に関わる話。

猟など人以外の殺生も含む。108話。その中、人に限定した話は88話。

剣術の師匠、「すえ切といふ手の内をして見せんjといへパ、弟子ども、

是ハ先生、拝見いたしたい、成ほど........＿＿＿，－、しからバ、明日人ごミの所へい

ってから、往来のもの、いづれにでも御のぞミしだい、すへ切にして見せ

申さんと、弟子どもを同道して、人どをりへ出、待て居て、アレ、あそこ

へ来た男をきって見せふと、先生立向ふて、抜くぞと見へしが、万をさや

へ、何事もなし。弟子ども、いかがとおもふ内に、おとこ七八軒あゆミし

が、首ハ前へころり。あとから、モシ＼ノ、く、びが落ちました。

「すへ切」 『聞上手J（『噺本大系第9巻』pp.67-68)

2. 「自死（うち心中）」：切腹・身投げなど自死に関わる話。42話。うち心中

に限定は13話。

鯉、ふなの娘と密通し、水中のた、ずミ成かたく、 言かわせしも水のあ

わ、いっそ死るがましじゃとて、ひれとひれとをからミ付け、網うち船へ

ひらりとはねこむ。

「水中の恋」『楽牽頭J（『噺本大系第9巻Jp.27) 

3. 「臨終・死」：病、事故、老衰などによって死ぬ、または死にかかる話。動

物などの殺生によらない死を含む。42話。

しごとしのおふくろ、大病なれパ、友だち見廻に来て、どふだの、おふ

くろめしでもくへますか。イヤモウ、わたしもこんどのわづらひハ、おい

とまごいじゃ。はやくおむかいがくればよふござる。ナニサ。お迎のなん
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のと、そんな奪ったことをいわずとも、っ、かけていきなさい。

「御迎J『聞上手j（噺本大系第9巻p.68)

4. 「寿命」：寿命に関わる話。長寿にあやかるなど。38話。

八十の賀の祝ひによばれて、〔…〕百迄の御寿命ハたしかにお受合申ス

といへば、 亭主色をかへて、それハむごい御挨拶。賀のいわひニ百までと

限つての御祝しノ＼満足に存ぜずと、にがり返れバ、客人めいわくして、

イヘサ、わたしが申たノ＼四文銭でのことで御、ざります。

「賀の祝」 『聞上手二編j（狩野文庫p.16)

5. 「葬儀・年忌」：葬儀、年忌、命日などの儀礼に関わる話。 37話。

神道者の親父が死んだ時、くやミに行き、扱おやじ様ハ此問、高聞が原

へ御出なされましたげな。おちからおとし、申しませうやうもござりませ

ぬとの口上。おもしろし。おれも其通にやらかそうと行、掠おちから落し、

申しませうやうもご弐りませぬD 親父様ハ此中、うねめが原（筆者註：街

娼出没地域）へお出被成ましたけに御ざる。

「悔」 『鹿の子餅』（噺本大系第9巻p.10)

6. 「死後世界J：極楽、地獄、往生などあの世に関わる話。27話c

私どもハ、日ミの家業せわしきゅへに、稼の事はかりにか、り、後生の

ことハすてをきます。さぞや未来ハろくな所へハ参るまいD せめて朝ばん

ハ念仏のーツへんづ、も申たい物でござるD それに引きかへ、おまへがた

ハお堂で常念仏を御つとめ、唱名の絶へまなく、さぞや来世ハよい所へ御

生まれなされませう。御うら山しい事といへノ＼はて、持もない事をいわ

っしゃる。毎日毎晩の事、もふ＼ノあきはてました。わしか願ひでござる
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が、どふぞ死きわにハ三日ほど、念仏を申さすに死にたふござる。

「常念仏」 『茶のこもち』（噺本大系第10巻p.39)

7. 「幽霊」：幽霊、死霊にかかわる話。生き霊、化けものは除く。25話。

中てうのなじミがしんでから、どこへいっても面白くな＂） 0 〔…〕けふ

ハしかも忌日にあたる。かたミ社今ハあだなれと火鉢引寄、有りし文ども

打くべて胸のけふりと立のぼる。なかよりいづるねまきすがた、夢か現か

まぼろしか、なふなつかしゃとすがり寄っもることのは語りあひ、久しぶ

りじゃにと扉風を引んとする処へ、からかミ明ケて角のあるやつが、アイ

お迎でござります。

「幽霊の切」 『聞上手子編』（狩野文庫pp.34-35)

8.「性」：性に関わる話。隠語も含む。6話。

かたいお侍が遊びにおこしなされ、よほど酒が過たと見へて、祝儀の小

うたひ一二ばんうたハれたれば、女郎も若者もあきれた顔で座を持かねて、

サアお床入とす、めた時に、しからバし＝づれもと挨拶して、ね間へはいツ

たが、あんまりおかしい客じゃ。あれでハむつ言がをもしろかろと、ミな

聞ミ、でうか冶ひ居れば、だん＼ノせめよせた時に、女郎が、ァ、いきや

す、しにんす＼ノといへば、お侍、身も相果る様だ。

「女郎」『今歳日出j（噺本大系第9巻p.144)

9. 「死生観J：死に方についての話など0 2話。

おらが内へ来る道心坊が死だ。アノがんぶつな男、そしてきのふ来たで

ハないかD サレハ、けさまで何共なくて、ついとんし。尤、人のせわにな

らぬ様に死たいと、兼てか願で有たが、さそいきてゐたら嬉しがろふO

戸
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「頓死J『茶のこもちj（噺本大系第10巻p.35)

10. 「その他」：上記の分類に当て蔽まらないものO 20話。

となりのわかひものO ふるへ＼ノくる。内の息子、おのしハ大ぶさむそ

うなりだが、きのふのはおりハどふした。となりのわかいもの、何さ。タ

へめくりにハまける。いめへましい。もとでハなし。はおりもぶちころし

てしまった。つんぼのおふくろ、ゃれ＼ノ、そんなせつ生をしないものだ。

「つんぼ」『御笑酒宴.］ （噺本大系第11巻p.235)

考察

1.江戸小唱における「死Jの話題は、全体の10.5%であり、その内容も人が
人を殺したり、殺そうとする話が、死の話全体の30.2%となっているD これ

は現代人の感覚をもって見ると、「笑話」という性質の文芸としては高い割

合を示していると考えられる九しかしながらどの話も比較的からりとした仕

上がりとなっており悲劇性は感じられない。

2. 殺人についで多く見られるのは「自死」であり、「死」に関わる話の

14.4%にあたる。借金の返済に窮したり、 一分が立たないとして切腹や首吊

り・身投げをしたり、あるいはこの世で添われぬ男女が心中をする内容であ

る。現代日本では全死者における「自殺」の割合は2.5%（厚生労働省

2011）で、諸外国に較べてもその割合が高いことが問題となっている。現代

の「自殺」の原因・動機は「健康問題」が最も多く 15,802人（警察庁生活安

6 ちなみに現代の死亡者数 （2010年）のうち、犯罪による死者は996人 （警察庁20ll）で全
死者数ll9万7,066人（厚労省2012）の01%、死刑による死者は年間数名程度である。
江戸時代の殺人による死者数は不明。また死刑については諸説あるが、本研究対象時期に
近い1765（明和2）年には刑死者86名、 1781（天明元）年には52名という（「近世中期・幕
末期の刑死者総数」 『杉田玄白と小塚原の仕置場』）。
江戸時代は、現代に比べ刑死を含む「殺人」が多かったことと推測され、このことが小唱
における殺人の話の多さにつながるとも考えられる。
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全局生活安全企画課20日）で全体の49.9%、ついで「経済・生活問題」が

7.438人（同2011）で、全「自殺」者の23.5%にあたる。現代の「心中」数

は明らかではないが、自死の原因のうち「男女問題」から「失恋Jを除いた

数を、全「自殺」者で除すとおよそ2.4%となり、これ以下の数値になると

考えられる。「経済・生活問題jが白死の原因となるのは小明からも窺われ

るが、「健康問題」を原因とした自死は全く見ることができなかった。小唱

は娯楽を目的とした創作であるから、当時の自死の実態を正確に反映してい

るとは言えないものの、白死や心中に対する当時の人の関心の高さをうかが

い矢口ることカfできる。

3.「寿命」についての関心の高さも特徴的である。その殆どは長寿を願うも

のであり、長生きを厭う話は見られない。安永期には「長寿＝幸福Jという

共有した認識があったものと考えられる。

4. 「葬儀・年忌」も比較的多く、死の話題の12.7%にのぼる。参列の服装や

口上などに関わる話も目立ち、重要な社交として葬送儀礼が位置づけられて

いたことが窺われる。

5. 「死後世界Jや「幽霊」に関する話が合わせて52話、死の話の17.4%に当

たる O いずれも荒唐無稽な話として仕立てられていることが多く、このこと

をもって当時の庶民が死後の魂の存在をそのまま信じていたとは言えないも

のの、死後世界や死者の魂に親和性をもっていたことが窺われる。

終りに

調査した小II出に「死生観」そのものを扱った話は少なかったが、他の項目と

合わせて考察すると、長寿を願いながらも、経済的や生活に行き詰まったり、

世間に顔向けできないと思われた場合には自死も選択する生き方が窺われる。

男女関係による相対死「心中Jの話には、心中直前に心変わりする笑話もある

円

iっ“



が、恋愛に死ぬことを賞揚する傾向がみられる。あの世の話や幽霊語に見られ

るように死後も魂の存続を受容しているようで、「死Jへの親和性は現代に較

べて高く、生死の関は低かったと考えられる。また「人の世話にならぬように

死にたい」（「頓死」『茶のこもちj）との願いは、現代にも通じるものがある。

230年前の江戸庶民の死生観は、現代日本人と多くの点で共通点を見いだせ

る。しかし「長寿＝幸福」と疑いなく信じられていたようであるし、自死の原

因に「健康問題jは見いだすことはできなかったO 自然科学が未熟で病を得て

は長患いすることなく死を迎えた当時の医療が、そうした結果をもたらしたの

であろうか。科学や医療が進歩し「長寿」を手に、入れた現代において、自死動

機の第1位に「健康問題」が挙げられることに皮肉な矛盾を感じざるをえない

今後の課題は、安永期以外の笑話について同様に分析を行うことで、現代日

本人の心性につながる死生観を浮かび上がらせていきたい。
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l鉱
山
人
J.(
.

不
匁
IJ.
E
（小
松
百
危
）

整
々
畔
市
;f1
JI
手

刊
行
年

刊
行
者
;r.r; 数

19
73
 

（安
永
2
)
不
明

62
 

夏
時
；

17
74
 

（安
永
3
)
高
1！野
屋
仁
兵
衛
77
 

正
月
刊
（江
戸）

17
74
 
鈴（
日
木
本
採:/ff
,決
川
術日
市
）

（安
永
3
)

3
1
 

正
月
刊

17
74
 

（安
永
3
)
万
笈

1i
i：

.文
林

~：
~
74
 

正
月
干
I)

17
74
 
逃
州
昆
弥
七

（安
永
3
)

53
 

正
月
！芋
（江
戸
）

17
75
 

（安
氷
4
)

正
月
刊
山
林
:bl:

（
『新
日
(i
J:
戸）

79
 

吟
町
lυ
ll
J

17
73
)
 

17
75
 

（安
永
4
)

掛H
！~
f民
仁
兵
衛
75
 

正
月
序

17
75
 

（安
永
4
)
法
州
届

58
 

正
月
序

17
76
 

（安
永
5
)
3在
ミ
畔

5
6
 

正
月
刊

死
櫨
i

河白
て

1也
怪

題
教

異

む
け
ん
の
か
ね
．
気
が
、

4
菊
之
忍
．
め
く
り
き
を

り．
つ
ん
ぽ
．
和
尚
．
脱

芥
子
l喰
火
の
見
夜
発

IO
 
も
と
年
子
観
音
び
8
舌
き
り
11!.
.
大
食
お
ど

い
医
者

ん
ぼ
う
事
11
.
ぴ
く
に
七

り
子
欲
心
気
位
。

ふ
く
相
11

泣
~,j

.
悔

忌
＂l.

1
開
帳

組
l'I.
修
ふ
く
｜抑
制
t

12
 始
末

if!
［死
＇

ii~
念
仏

（重
）
II
 
if!
（
死
．
開
帳
.
l'
Hl
.
’ii¥
'
 4
 
＇！
＂洲
飛
脚
¥i)
j央
子

’本
来
。
進
物
.

！！
~.

 
i悦

念
仏
（重
）
，
末
i止
，
了
附
．
,Q
、

茶
格
東
北

5
 
俄
分
限．
大
井
川。
身
投
。
手
の
節
見
事
11道
者
古

6
沓
大
Iii¥
.
若
後
家
下
l
 爺
な
し
子白

大
同
l
典
見

~
の
噺

観
音
fft 
111 
(j
J:
O 
.
 大
m
.
責任
ト
Ii¥
＼.
挟
ミ
虫
き
つ

4
す
っ
ぱ
抜
身
投
能
灯

在
郷
者
．
医
師
布；
＼f
，品

ね
.
I長
巾
OI
D
。
餅
l新
．

釣
rn
.u
.

10
 さ
ん
げ
＼
／
，
起
上
小
12
 弐
朱
銀
牛
部
や
犬

法
制
.
M
木。
金
持
（屯
）
釣
（重
）
．
小
刀．
く
わ
ゐ
．

金
持
U
fI)

I
催
：息
i.

3
 
~f

i:J
i］＇

.
舎
利
五

：if
!犠
6
述
時
大
蛸
妙
：t¥li
.
(Ii
' 

嫌
イ
3
；
女
鶴

初
遊
ひ＼
天
事
11.
大
や
し

つ
り
が
ね
夫
婦
問
ち
が

Ill!
ち
が
ひ
兵（
重
衛
）
 
魚
心
中

ろ
．
ゑ
び
す
大
黒
．
夢
見

ひ
rn
u
.
御
し
き
せ
，
魚

雪守、
Ji!
'. 
il
tC
重
）
．
植
木

心
中
（重
）
.

f.(
l尽
け

J~
Yi

,
7
 
O
fi
l.
徳

ぢ
ぐ
ち
。
15
 
ち
物
伊（重
勢）
狐
附
ゃO
TIう
）
 
13
 有
Ii
金
制
f
ね
こ
宙
（孟
）

乞
食．
く
や
み
．
拠
見

楊
枝
参
＇）.

た
ち
物
(I
B.
).
I叫
文
銭
，

じ
ー｜
六
ll
八
百
屋

狐
附
（重
）
．
い
が
事
L

締
校
！日
lよ
草
地
獄．
新

法
気
色
伊
勢
物

~I
f.
釆

7
刀．
華ll
桁
．
切
l弘
百
の
9
打
開
帳
大
傾
火
事
5
釣
f!
i者
夜
見
｜止
当

札
（茸
（）
。

兄
妹
附
帳
百
の
札
（重
）
間平
司＜
lift
も
ち

逮
I.ti

4
務
.ni
.
I.ii:
ご
ん
持
ぷ
し
5
縞
'i'f
.
,l;
ひ
お
初
ほ

'[}
l}J
.＇
橋
忠
H
.
な
ま
こ

7
 
た
る
の
名
(i
ff
）
.
ま
ぐ
ろ

II！！
（重
）

ね
た
り
た
る
の
名
Uf
I)
.
Jl!!
(!
fr
).
 は
り
か
ね

イ
主
た
か
ち
り
か
ら
l協
Ii
か
息
子
花
火
む
か

し
ミ
づ
餅
む
か
で
C:f
fi)
.

6
 
ざ
し
料
理
の
伝
綬
て
8
で
（
重
）
げ
ん
ぞ
く
6
桃
太
郎
離
魂
病
む
す

う
ち
ん
身
な
げ

二
百
十
Fl.
締
ま
た
．
紺
l
め
王
手
ば
こ

ま
た
（そ
の
二
）
．
開
帳
。



w
 
w
 

千骨
~·

r
名

号

鳥
の
町

26
 
（
と
り
の
ま
ち
）

新
口
座
の
友

27
 
（い
ち
ざ
の
と
も
）

28
一
の
宮

29
 
高
笑
ひ

蝶
夫
婦

30
 
（ち
ょ
う
つ
が
い）

春
1措

3
1
 （
は
る
ぷ
く
ろ
）

管
巻

32
 
（く
だ
ま
き）

著
者

来
風
山
人

不！
”

見
従
3詰
Jo(
;

隙
布
翰
（大
間
前
畝
）
序
．

~T
H'
先
生

山
手
ノ
馬
鹿
人
此
楓

（大
田
市
畝
）
序

大
馬
！
庄
の
多

:C
r太

j~
t

精
l喰
人
月
風
序

l•
J行
年

刊
行
者

”三“τ
死

数

17
76
 
（安
永
5
)
書
tt
野
屋
仁
兵
衛
64
 
6
 

正
月
序

17
76
 
（安
永
5
)
池
日
l屋
伝
兵
衛
35
 
7
 

正
月
序

17
76
 
本
屋
ii'i
治
自
11
59
 
5
 

（安
永
5
)

17
76
 
（安
永
5
)
J.tii
野
屋
仁
兵
衛

（江
戸）

72
 
10
 

6
H
 

17
77
 
（安
永
6
)
逃
州
屍

46
 
4
 

正
月
刊

17
77
 
（安
永
6
)
遠
州
屋

75
 
7
 

正
月
刊

17
77
 
（安
永
6
)
遠
州
民

72
 
12
 

正
月
刊

由
怪

泡
i

刃
て

題
!Iii 

教
異

狼
籍
地
口
7J
の
銘

潜
上
．
棋
IIIJ
.
不
孝
tb( 

ぶ
せ
ふ
者
信
者
組
~

骸
坦
り
守
刀
m
.
11r
. 

病
，
地
獄
講
釈

13
 
香
物
.
m
m
.
棟
l/ll
.
茶
4
 

代
占
．
大
黒
.
・m
 

虫i
'iの
夢
幻
の
祝
自
身

宗
旨
論
江
戸
の
口
者

千件
.
"I＇
の
町
凶
十
七
人
7
 
玉
の
字
，
HU
逃
迷
自
治
、
4
化
も
の
う
り

木
•，＇＇1

1.
11

.

!I
~ （
重
）
，
緋
-iu・
.

ね
！！
~（
重
）
．
呉
服
屋

飛
脚
．
官
h人
．

ー
の’
iJ.
船
術
祭
の
行

燈
．
黙
礼
m
村
観
音

l略。
tr
老
J巴
丸
，
llli
の
上
7J 
i設
楽
．
主
要
願
寺
桜
楽

う
に
か
う
る
．
十
二
支
．

お
と
し
（重
）
．
声
色．
一

極
楽
お
と
し
（霊
）
。
移
従
18
 枚
起
前
．
夫
百
if!
喧
雌
．
樺
5
 
術
保
寿
，
生
仏
（耳
l)
.
七

焼
精（
重進
）
務
．
孔
雀
鳳
i'll
.
つ
目

生
仏
，
朝
t比
七
つ

目

息
子
浅
草
．
医
r.m
.
幽
焔＇.｛）
I経
新
無
11日
道
心

拾
物
.
i母
子
。
奴
lji
物。

経
地
蔵
．
大
附
鋭

ii.：
.
き
ほ
ひ
，
帯
人
，
仕
13
 
音
参
火
縫
．
角
力
無

き
り
＼
／
す
（重
）.
111'.
 

合
伎
町
i
赤
銅
乞
食
1ま
．
き
り
＼
／
す
（重
）
．
11
穏
管
信
州
（重
）
.
ti
＇薬
．

叩
商
，
信
州
（重
）

.'1:
鵡
手
紙

初
主
：
•
の
大
古
俗
の
見
物
l時
代
巡
の
長
物
；
m
惚m
tの）
，
 

l時
代
i阜
の
長
物
持
(i
ll
)
.
角
大
師
の
l噂
．
事
!if.
干
も
見
乙
姫
の
労
疲
．
足
蕊．

武
士
の
II普
旅
人
の
逆
迫
8
 
立

．
七
福
相

I•の
遊
ひ
＇
·
u'
 
天
絢
の
後
ll<
.
う
さ
ぎ
の

万
年
の
あ
ら
そ
ひ

原
へ
お
ふ
せ
il'I
水
寺
の
8
 
し
ゆ
っ
く
わ
い
.
Jlll
の
き

l刻
帳
座
敷
上
留
型
I!

ん
た
ま
泥
亀
の
立
Jill
.

く
ら
げ
も
f
j・
に
途

〆
領
事

I•の
夜
遊
び

1
瓶
事

I•の
焼
塩
と
生
温
．
化
物
の
臆

俄．
宝
船，
4初5
忌
（重
），

年
忌
Cif
i
）
.
米
の
守
引

無
HU
の
鈍
事
，
，
の
依
貸
病
．
述
懐
犬
の
脳
陣

導
(l
f（
）
.
犬
の
l喧
峨
．
鷺
16
 引
導
(:
if
!)
.
大
師
参
lllJ 
妙
薬
lifi
術
の
薬
(!
I¥
)
.

と
，•
.
；
；
；
，
近
日
薮
医

r.
m.

巡，
liJi
J白
の
薬
(j
fI
）。
！
ill
13
 !
l!.H
延
払
（霊
），
五
匁
叙
，

流
払
苧（
霊＇•＇1；百
）
，
初
夢
．
御
利
鴨
の
病
気
河
太
郎
の
火

生
iJJ
. 
ii'f
水
奴

＇｝｛；
磁
の
云
分
白
銀
の
利

こ
し
も
と
．

述
，

~t
々
持

依
．
逮
I軽
(1
f1
).
'fl
：一
時参

初
夢
参鳶
（
の
者
．
逮
降
（
：
［
＼
）
.

(!
Ii
:)
.
 狐
:tt
ニ
）
さ
ん
11
:1時
!Ii
:)
.
 紅
葉
.
1J
J
 

病
敵
討
！.；；；，
裕
人
15
 夢
の
二
狐
狐
其
二
（重
）
狐
(.j
ft
）
.
組
Jt
ニ
o
m
.

隠
居
Jii
lの
池
鳩
心

狐
其
三
そ
ば
切
！
］
跡
5
 
と
も
よ
JJ!L
中
．
人
rm
Kr
. 

乗
物
．
鷲
．
む
け
ん
．
平
j

衣



帯
i1
l＇
名

著
者

刊
行
fド

刊
行
者
ill;
 
死

組
白方
言

題
怪

組
ー号

数
教

異

17
77
 

う
ら
な
ひ
小
flYI
.
き
り

t
ノ
す
こ
わ
い
ろ
い
5
従
灯
男
前
外
lfll
.
'iFi
. 

33
 
畔
の
落
穂

不
明

（安
永
6
)
遠
州
康
久
次
郎
57
 
3
う
な
ぎ
っ
ん
ぼ
鼠
7
 
せ
物
語
り
．
午
王
，
七
柿

正
月
序

土
H

事
I•

17
77
 

法
力
と
ら
息
子
く
や

34
 
喜
美
賀
楽
寿
伽
草
E立
無
銘
吋
，

（安
永
6
)
不
19
]

32
 
8
ミ
麻
疹
見
廻
し
ハ
3
 
l国
万
六
千
日
座

liJ
（
の

~I
.
2
象
潟
糞
（重
）

（
よ
ろ
こ
び
が
ら
す
）

正
月
序

ん
坊
，
勘
弁
者
.
!.!
i;it
l'
（重
）
．
廓
1が
け
．

祝
言

17
77
 

3
 
髪
切
可
欠
務
（il
l.
）
.
大
和
4
｜
淵
帳
．
巡
回
鏡
．
大
Ii!!.
.
6
 
蛙
（重
）
，
百
物
mt
.
初
鰹

35
 
さ
と
す
事
め

不
IYJ

（安
永
6
)
不
IY
J
〆

47
 

9
御
l"J
跡
蛙
（重
）
。
大
仏

正
月
！芋

7ー包
じ

白
狐
牛
の
夢
祈
祷

鼠
欠
務
（重
）
• 
!)l
廻
し

見
せ
物
あ
ま
い
だ
．
地

馬
場
雲
政

17
77
 

政
新
宅
＇
ii＼
＇
念
仏
麗

36
 
鹿
子
餅
後
l;'j
課
嚢
（
木
室
卯
裟
）
序
・
（安
永
6
)
l 踊
！
野
座

53
 
6
 
附
子
．
切
fl！
！
，
忠
I：＇
.磁．
15
 女
暦
風
x.’』
(l
fI
）
.
凶
6
 
!i
t
風
JI
（抵
）
，
官
f.
／.躍

（た
ん
の
う
）
E主

正
月
！
争

市
ひ
，
DJ
；太
JJ.
麻
疹
．

文
銭
街
O
t
二
）
．
貧
乏

法
．
左
’
亘
．
紋
伝

事
I•.
採
幽
中

'.h
l..
臨
i人

坊
主
夢

'.t' 
春
笑
一
刻

17
78
 

初
'ill'.
Iii
＇の
物
。
1？：
.
建
立
IUJ
答
．
か
ミ
な
り
．
ば
け

37
 
（
し
ゅ
ん
し
ょ
う
千
金
子

（安
永
7
)
日
問
屋
市
次
．
4
1
 5
金
が
敵
ほ
う
ら
い
山
8
あ
た
ま
は
り
無
題
（
米
6
物
ひ
き
は
た
浦
し
ま

い
っ
こ
く
）

正
月
刊
吉
磁

彼
岸
か
る
わ
ざ
m
進

っ
き
）
寺
侍
う
ら
な
ひ
．
ど
う
ら
ん

五
十
llfl

17
78
 

首
ヲ
し
お
く
病
な
ら
i!'i
.

3$
 
乗
合
舟

風
来
散
人
Fy;

（安
永
7
)
粍！
Jii
(f'
j；
兵
衛
41
 
9
 
初
物
。
総
f色
．
せ
っ
し
ゃ
6
 
（主
YJ
.
f1
h台
女
占
大
4
 
手
足
．
か
つ
ぱ
.
I恨
の
玉

（の
り
あ
い
ぶ
ね
）

正
月
刊

十
御
礼
的
台
（軍
）

食
l恨
の
玉
宗
論

（重
）
，
船
台
（重
）

狩
人

17
78
 

歳
玉
妹
分
う
ら
な
ひ
街
。
金
も
ち
，
!i,
¥1
flt.
き

今
歳
笑

3
 
う
な
き
（重
）
つ
ん
ほ

小
f¥Y
／
，
き
り
＼
ノ
す
Of
t).

39
 
（
こ
と
し
わ
ら
い
）
泥
岡
坊

（安
永
7
)
不
明

34
 
鼠

8
 
こ
わ
い
ろ
。
い
せ
物
か
た
7
 
り
＼
ノ
す
(i
ll
).
名
灸

正
i'l
r;; 

り
午
王

う
な
き
（［＼
）
.
市．

7
じ
日
鷺
大
か
め
．
鵬
．

17
78
 

八
百
磁
.
l協
差
早
桁
l
3
す
て
子
荊
I尚
(il
l:
）
.
女
ぱ
け
物
納
犬
m
焼

40
 
福
の
神

大
食
堂
ir高
級

（安
永
7
)
不
明

68
 
7
桐
l尚
(!
I＼）
，
ひ
が
ん
医

14
い
も
り
。
す
っ
ぽ
ん
．
縦

正
月
序

m~
.
山
尽
し

し
ゃ
う
門
．
ド
H.
て
ん
く
＼

行
者

ニ
十
ふ
り
制
l
ゑ
び
す
脈

鯛
の
味
噌
津

新
品
1老
ii(t

17
79
 
遠
州
届

3
 
j
ニt
i：
昨
Jl
"J.
佐
J.!1!
行
成
．

仁（
霊
王）
栄
蝶
。
佐
次
兵
衛
5
 
砧
次
兵
衛
（重
）
足
袋
．

41
 
（た
い
の
み
そ
づ
）
（大
旧
南
畝
御
家
人
）
（安
永
8
)
(iJ
：戸
）

45
 
心
中

9
 
．
ば
く
ち
う
ち
．
不

f'[>
＼主
F
鷺
．
角
力
。

正
月
間

Eゆ
か
c
児
も
ち
野
局

地
球



番 号
著
者

F必
11
1
名

42
 I
寿
々
葉
羅
井
｜
志
丈
If

（す
す
は
ら
い
）

43
 I
気
の
く
す
り
｜
製
狐
通
人
序

御
笑
酒
宴

44
 
I
 

｜
放
口
斎
千
沖

（ご
し
ょ
う
し
ゆ
え
ん
）

'f
lj
行
年

17
79
 
（安
永
s
l
I竹
川
藤
WJ

iE
JH
IJ
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Death as seen in An’ei Era Kobanashi Books 

CHMURA Tetsuo 

It is said that one of the characteristics of the religious behavior of modern 

Japanese people is in the fact that, despite not believing in any specific religion, 

visits to graves, Buddhist temples and Shinto shrines are considered indispensable. 

How did this understanding of religion and of death and life develop? When we 

attempt to look for the source of these values in the views of death shared by early 

modem Japanese people, we realize that such is a su中risinglydifficult task. This is 

because commoners, unlike professional religionists and political leaders, had very 

few opportunities of expressing their own ideas. 

Therefore in this paper we focused on Edo-period hmporous tales (shOwa) , as 

depicted in An'ei era Kobanashi books. These works were popular in Edo for about 

ten years, being produced among the common people and e吋oyedby them. Since 

the act of laughing presupposes a shared set of common values, these books can 

then be regarded as reflecting coeval understandings of death and life. 

I have classified and analyzed 2, 843 tales collected in 53 Kobanashi books 

published in Edo between 1772 and 1781. As a result, we learned that death is the 

main topic of 10.5% of these tales. Murder stories were the most numerous, but 

tales regarding suicide, one's final moments, longevity, the afterlife and ghosts were 

also frequent. Furthermore，“health issues”， considered to be the first cause for 

suicide in contemporary Japan, was completely absent. From this we could 

conclude that at the same time they wished for a long life, in case of impasse 

people would still sometimes chose death: the battle between life and death was not 

as fierce, there being a high affinity with the latter. 
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